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課題：

中国の教育改革における受験教育と「素質教育」

―学習することへの保障―

Ding Mingyang 丁名揚

1．はじめに

1.1 問題の所在

1990 年代以降、中国における最終策定した「素質教育」改革をめぐって教育格差の問

題をもたらす議論が止むことはない。これまで教育上の変革をめぐる学術界の議論は、大

きく分けて構造維持的な立場に構造の可変性をめぐって展開していく視角である、具体的

には、葛藤主義とシステム機能主義の二つのとらえ方からなる。前者の研究者たちは、教

育システムを社会構造（規則/秩序）を維持する（再）生産システムと捉え、その改革は

選抜規則の変革に過ぎず、教育システムが維持する社会構造（ルール）の不正義性を強調

している（Chiang ら 2021；代 2018）。後者の研究者たちは、教育を一つのシステム

として捉え、学校教育を教育機関としての機能が達成されるためには複雑性がもっている。

そのため、他のシステムと接続し、共同で教育プログラムを実現することができ、システ

ム間の連帯を通じて教育の達成を期待する（謝 2019）。その議論は、学習機会の不平等

の問題であり、大衆教育以来、学習機会の探求は就学機会に限定されなくなり、「学習者

の真の学習をどのように保障できるか」という問題までに拡張している。

中国は 80 年代に入ってから、関連する教育体制の改革と調整は途切れることなく続け

られてきた。70 年代末から始まった最初の改革の重点は、文化大革命期に停滞していた

教育システムの運営を回復し、迅速に人材を育成し、国家建設に投入することで、国際社

会の近代化経済発展に対応することにあった。当時、教育の主要な機能は、教育システム

の自由な運営を再開し、選抜の効率性を確保することにあり、学校教育は主に受験競争に

重点を置いた教育活動を行っていた。その後、80 年代に入り、すでに知識社会と呼ばれ

る国際社会とのコミュニケーションが進む中国社会では、教育システムの改革の方向が議

論されるようになり、変動の社会環境に対応・適応できる力を育成するための新たな学力

観が提唱された。これが 80 年代後半に始まる新しい教育改革の導入に直接的に影響を与

えた。これ以降、中国では教育実践レベルに期待される二つの教育的な機能（受験選抜／

人間形成）の間に齟齬・対立・摩擦のジレンマに満ちることになる。

1.2 研究の対象

中国は 1980 年代に入り、教育システムと社会システム（中国が経済政策における改革

開放の実施を開始）との接続が進み、教育体制は受験教育からの転換を模索し始めた。80

年代末には、学術界で「素質教育」という概念が提唱され、その後の新たな教育改革の全

体的な方向性に影響を与えた。本研究は新たな教育改革を研究対象とし、教育改革におい

て展開された二つの次元を通じて分析を行う。一つ目は政策言説、およびそれに基づく学

術界の教育的な論争、二つ目は学校教育活動のレベルでの教育（受験教育と新たな教育改

革の導入）が混迷する状態の調査である。

2．研究目的

本課題は、中国の教育改革の変遷を中心に、教育現場における受験教育と新たな教育改
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革の並行した混迷状態を分析し、真の学習することを保障できる公正な教育の可能性につ

いて探究することを目的とする。ここでは、主に中国における新たな教育改革の導入とい

う現象に着目し、教育システムの複雑性を分析することを目的とする。これは「教育の訓

練的な可能性」をめぐって提示する新たな分析の試みである。

3．本研究の構成

本研究の分析構造は調査の2つの次元に基づく2つの次元、4つのレベルで構成される。

3.1 研究構成

まず第Ⅰ部における先行研究、および本課題の分析視角、調査概要について説明する。

そして、第Ⅱ部における中国が導入した「素質教育」改革の政策変遷の言説、およびそ

れによって生まれた教育論争の言説を分析し、政策（言説）レベルで新たな教育改革がど

のような学習することへの保障を目指しているのかを明らかにする。

第Ⅲ部は実証研究からなるところである。ここでは、並行している受験教育の実践と、

新たな教育改革の実践活動に対する調査をまとめたうえで、二つの分析軸を考察する。

3.2 分析視角

中国社会と同様に、伝統的に受験重視の教育文化の影響を受け、また 1980 年代から教

育改革を導入した日本も、教育体制の変革とその社会への影響に関する多くの研究が蓄積

されている。日本における日本の教育と格差の問題に関する議論には、主に 2 つの立場が

あります。一方は、イデオロギー論に基づき、教育のアウトプットの機能を強調する立場

であり（荒牧 2002；耳塚 1982；黄 1998）、もう一方は、システム論に基づき、教育

内部（インプット）の自己更新の可変性を強調する立場である（森 2013；志水 2009）。

本研究はシステム理論の立場から、解釈的なアプローチを用いて、現在の中国の教育現場

における混迷状態を考察し、公正な教育の可能性を分析しようとするものです。
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